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• 名前︓中島 丈博（なかじま たけひろ）

• 所属︓アマゾン ウェブ サービス ジャパン
• ソリューションアーキテクト

• 役割︓製薬業界のお客様を中⼼に
クラウド利⽤に関する技術⽀援
・ご要望の具現化
・課題の解決に向けたご⽀援
・製薬業界のクラウド利⽤事例のご紹介

⾃⼰紹介
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アジェンダ

1. ヘルスケアライフサイエンス業界における⽣成 AI の活⽤

-検索拡張⽣成 (RAG)による汎⽤的なソリューション

-⽣成 AI 関連の AWS サービス紹介

-ブレイクアウトセッションで紹介されたユースケース

2. HealthAgentのご紹介

3. まとめ
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ヘルスケアライフサイエンス業界における
⽣成 AI の活⽤
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検索拡張⽣成 (RAG) による汎⽤的な
ソリューション

ヘルスケアライフサイエンス業界における⽣成 AI の活⽤
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Re:Invent 2023 Healthcare Life Science Breakout sessions
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⽣成 AI 
• 画像、会話、⽂章、動画、⾳楽など、新しいコンテンツやアイデアを創造
• ⼈⼯知能の⼀種で膨⼤なデータに基づいてトレーニングされた⼤規模⾔語モデ

ル（基盤モデル）を利⽤している

⽣成 AI とは
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従来の AI/ML モデルと基盤モデルの違い
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事前学習
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快適で丈夫な東京ウォーカー・シューズ

Tokyo Walker シューズの快適さと耐久性を体験してください。街中を歩
き回る冒険に最適です。アッパーは通気性のあるメッシュ⽣地でできて
おり、暑い夏の⽇でも⾜元を涼しく、通気性を保ちます。
ゴム製のアウトソールは、でこぼこした道でも優れたクッション性とグ
リップを発揮します。サイドパネルとヒールに反射素材を追加したこと
で、夜間や薄暗い場所での歩⾏でも視認性と安全性が向上しています。

回答

例えば、⽣成 AI でこんなことができる

10

テキスト⽣成︓（⼊⼒）テキスト →（出⼒）テキスト

次の素材を使⽤して、
東京を歩き回るのに適した靴の
商品説明を書いてください。

履き⼼地が良く、耐久性があり、
メッシュ⽣地、ラバーソール、
反射安全機能

指示
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回答

例えば、⽣成 AI でこんなことができる
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画像⽣成︓（⼊⼒）テキスト →（出⼒）画像

『とても綺麗なリビングルーム』
の写真を出してください

指示
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基盤モデル （LLM）に⾃社データを反映させて使う⽅法
回答に必要な情報を⼊⼒に⼊れ込む ファインチューニング

・Retrieval Augmented Generation (RAG)
・プロンプトエンジニアリング

・Parameter-Efficient Fine-Tuning (PEFT)
・Instruction tuning 

学習データが不要

・教師付きの学習データが必要
・汎⽤性を失う可能性がある消費トークンがかさみがち＝コストに直結

最新情報やドメイン知識を踏まえた回答
ドメイン知識の獲得
(*) 出⼒形式の学習に効果が限定される︖

元となる LLM に変更を加えない 元となる LLM に変更を加える特徴

関連ワード

メリット

デメリット

期待する効果

(*) https://www.anyscale.com/blog/fine-tuning-is-for-form-not-facts

・プロンプト⽤トークンの削減の可能性
・アーキテクチャ簡素化の可能性
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https://www.anyscale.com/blog/fine-tuning-is-for-form-not-facts
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⽣成 AI を使うと何が嬉しいの︖
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効率的なコンテンツ生成
ブログ記事や商材画像などのコンテ
ンツを効率的に生成することができ
る

文章に関する執筆サポート
文章作成にあたり、校正や要約、翻
訳などといったサポートをしてくれ
ることで人のコンテンツ作成効率を
挙げることができる

専門知識を必要とする業務支援
事前に学習された膨大な量のデータ
に基づいて医療、金融等の専門家が
提供してきた知見を得ることができ
る

親しみやすいインターフェース
人が慣れ親しんだ対話というコミュ
ニケーション手段が利用でき、より
自然にサービスを受けることができ
る

革新的アイデアの創出
今まで人間が考えてこなかった新た
な発想に基づいてコンテンツやアイ
デアを生み出す

プログラミングサポート
プログラミングも言語の一種である
ため、実現したいことを記述するこ
とでコードを生成することができる
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⽣成 AI のリスクと課題
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(参考) PwC 「生成AIがもたらすリスクとは」の記事内の図を基に作成
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/column/generative-ai/vol3.html

サイバー犯罪
AI を悪用して別人へのなりすましや
悪意あるプログラムを安易に生成で
きてしまう

著作権侵害
著作物が含まれたデータで学習して
いる場合に著作権を侵害してしまう

機密情報漏洩
インプットに機密情報を与えてしまい
AI がそのデータを学習することで他の
ユーザーのアウトプットに反映されてしまう

製造物責任
生成されたものを十分に検証せずに
世に出した結果、事故などを引き起
こして責任を問われてしまう

大衆扇動
特定の思想を持った人々が AI が生成し
たフェイクニュース等を使って誤った
情報を発信して大衆が信じてしまう

社会構造や個人への影響
人間が担ってきた知的分野の職業が 
AI に代替されて、雇用の減少や知的
能力の衰退が起きてしまう

https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/column/generative-ai/vol3.html
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RAG - 概要

RAG(検索拡張⽣成)とは?
→ ⼤規模⾔語モデルのプロンプトエンジニアリング上のテクニックの1つ

⽣成 AI アプリ基盤モデル

⾮RAG (Zero-shot)

RAG アプローチ

⽣成 AI アプリ基盤モデル

ナレッジソース (基盤モデル外のデータ)

事前学習 (& 事後学習/Fine-Tune)
済みの情報しかLLMは回答できない

質問プロンプト(≒質問)

プロンプト(ナレッジと質問)

ナレッジのプロンプト組⼊れにより︓
1. "幻覚"をなるべく抑⽌
2. 事実に基づくLLM回答(精度向上)

質問

https://arxiv.org/abs/2005.11401

ユーザー

ユーザー
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https://arxiv.org/abs/2005.11401
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Retrieval Augmented Generation (RAG) なし構成

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/quickly-build-high-accuracy-generative-ai-applications-on-
enterprise-data-using-amazon-kendra-langchain-and-large-language-models/

LLMユーザー アプリ

クエリ クエリ

回答回答
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https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/quickly-build-high-accuracy-generative-ai-applications-on-enterprise-data-using-amazon-kendra-langchain-and-large-language-models/
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/quickly-build-high-accuracy-generative-ai-applications-on-enterprise-data-using-amazon-kendra-langchain-and-large-language-models/
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Retrieval Augmented Generation (RAG)

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/quickly-build-high-accuracy-generative-ai-applications-on-
enterprise-data-using-amazon-kendra-langchain-and-large-language-models/

LLM

ユーザー アプリ

データベース

ここに⾃社データを
詰め込む︕
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Retrieval Augmented Generation (RAG)

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/quickly-build-high-accuracy-generative-ai-applications-on-
enterprise-data-using-amazon-kendra-langchain-and-large-language-models/

LLM

ユーザー アプリ

クエリ データベース

ここに⾃社データを
詰め込む︕1

2

クエリ
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https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/quickly-build-high-accuracy-generative-ai-applications-on-enterprise-data-using-amazon-kendra-langchain-and-large-language-models/
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Retrieval Augmented Generation (RAG)

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/quickly-build-high-accuracy-generative-ai-applications-on-
enterprise-data-using-amazon-kendra-langchain-and-large-language-models/

LLM

ユーザー アプリ

クエリ データベース

関連ドキュメント

ここに⾃社データを
詰め込む︕1

2

クエリ

3
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https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/quickly-build-high-accuracy-generative-ai-applications-on-enterprise-data-using-amazon-kendra-langchain-and-large-language-models/
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/quickly-build-high-accuracy-generative-ai-applications-on-enterprise-data-using-amazon-kendra-langchain-and-large-language-models/


© 2024, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. 

Retrieval Augmented Generation (RAG)

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/quickly-build-high-accuracy-generative-ai-applications-on-
enterprise-data-using-amazon-kendra-langchain-and-large-language-models/

LLM

ユーザー アプリ

クエリ

クエリ+ドキュメント

データベース

関連ドキュメント

ここに⾃社データを
詰め込む︕1

2

4

クエリ

3
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https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/quickly-build-high-accuracy-generative-ai-applications-on-enterprise-data-using-amazon-kendra-langchain-and-large-language-models/
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Retrieval Augmented Generation (RAG)

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/quickly-build-high-accuracy-generative-ai-applications-on-
enterprise-data-using-amazon-kendra-langchain-and-large-language-models/

LLM

ユーザー アプリ

クエリ

回答

クエリ+ドキュメント

データベース

関連ドキュメント

ここに⾃社データを
詰め込む︕1

2

4

5

クエリ

3
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https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/quickly-build-high-accuracy-generative-ai-applications-on-enterprise-data-using-amazon-kendra-langchain-and-large-language-models/


© 2024, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. 

Retrieval Augmented Generation (RAG)

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/quickly-build-high-accuracy-generative-ai-applications-on-
enterprise-data-using-amazon-kendra-langchain-and-large-language-models/

LLM

ユーザー アプリ

クエリ

回答

回答
クエリ+ドキュメント

データベース

関連ドキュメント

ここに⾃社データを
詰め込む︕1

2

4

5

6

クエリ

3
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⽣成 AI 関連の AWS サービス紹介
ヘルスケアライフサイエンス業界における⽣成 AI の活⽤
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AWS のミッション : 全てのお客様に機械学習をお届けする

25

医療AI 産業AI 異常検知 コード＆DevOps

画像・動画 ⾳声 テキスト 検索 チャットボット パーソナライゼーション 需要予測 不正検知 コンタクト・センター 強化学習

Deep
Learning
AMIs & 

Containers

GPUs &
CPUs

Elastic
Inference Trainium Inferentia FPGA

AIサービス

機械学習サービス

フレームワーク & インフラ

DeepGraphLibrary

Amazon
Rekognition

Amazon
Polly

Amazon
Transcribe

Amazon
Lex

Amazon
Personalize

Amazon
Forecast

Amazon
Comprehend

Amazon
Textract

Amazon
Kendra

Amazon
CodeGuru

Amazon
Fraud Detector

Amazon
Translate

Amazon 
DevOps Guru

Contact Lens
Voice ID

Amazon 
Monitron

AWS Panorama 
+ Appliance

Amazon Lookout 
for Vision

Amazon Lookout 
for Equipment

Amazon
HealthLake

Amazon Lookout
for Metrics

Amazon
Transcribe

Medical

Amazon
Comprehend

Medical

Amazon 
SageMaker

ラベリング データ
準備

特徴量
ストア

Auto 
ML

Spark/
R

バイアス
検出

ノート
ブック

アルゴリズム
選択

モデル
学習

パラメータ
最適化

デバッグ
プロファイル

本番
デプロイ

管理
モニター CI/CD ⽬検

確認

SageMaker Studio IDE (統合開発環境)

TensorFlow

PyTorch

AWS
DeepRacer

Amazon
CodeWhisperer

SageMaker JumpStart
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最も簡単に
⽣成 AI アプリケーションを
構築、拡張できる⽅法
基盤モデルを活⽤

Amazon 
Bedrock

API を介して基盤モデルを利⽤することで
⽣成 AI アプリケーションの開発を加速
インフラの管理は不要

お客様の業務⽤途に適した基盤モデル
を選択
Amazon、AI21 Labs、
Anthropic（アンソロピック）、
Cohere（コヒア）、Meta、Stability AI

⾃社データを使⽤して
基盤モデルを⾮公開でカスタマイズ

東京リージョンでも提供開始

26
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様々な基盤モデルを⽤途に合わせて選択可能

Amazon Bedrock

JURASSIC-2 CLAUDE 2 SDXL 1.0 AMAZON TITANCOMMAND LLAMA 2

NEW

テキスト⽣成⽤
多⾔語対応 LLM

英語、⻄語、仏語
独語、葡語、伊語

蘭語

誠実かつ責任ある AI
システム研究に基づく

会話、質問応答、
ワークフロー
⾃動化⽤LLM

ユニークかつリアルな
⾼品質画像⽣成
アート、ロゴ
デザイン⽣成

テキスト要約
テキスト⽣成、
分類質問応答、

情報抽出
Embedding
(埋め込み)

検索

テキスト要約
コピーライティング

対話、情報抽出
質問応答等

業務アプリ⽤
テキスト⽣成モデル

質問応答、⽂書読解等
⾃然⾔語処理タスク⽤

に事前学習、
ファインチューニング

済 LLM

27
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• お客様のデータが
利⽤される基盤モデルの学習に
利⽤されることはありません

• 全てのデータは暗号化され
転送、保存されます

• GDPR (⼀般データ保護規則）

Amazon Bedrock なら、お客様データは

GDPR: General Data Protection Regulation
HIPPA: Health Insurance Portability and Accountability Act (医療保険の携⾏性と責任に関する法律)

• データがお客様の
仮想プライベートクラウド
(VPC) を離れることは
ありません

• HIPAA コンプライアンス等
標準規格に準拠

28
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Agent for Amazon Bedrock 活⽤例イメージ

生成 AI チャットボット
with エージェントの場合

生成 AI チャットボット
の場合

X月Y日にホテルAの予約
を取りたいです。

ユーザ

AI

以下の予約サイトから
予約が可能です。空き
状況は、予約サイトの
最新情報を確認してく
ださい。
https://xxx.com/res

X月Y日にホテルAの予約
を取りたいです。

ユーザ

AI
＋

Agent

以下のプランにて予約可
能である確認が取れまし
た。
https://xxx.com/plan

そのプランで予約をお願
いします。

予約が完了しました。予
約IDは12345です。

29
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Agents for Amazon Bedrock
⽣成 A I  アプリケーションが社内のデータやシステムと連携しつつマルチステップでのタスクを完了できるようにします

30

| タスクを分解して調整  |  

| RAG のための企業データへの安全なアクセスと取得 |

| ユーザーに代わって API 呼び出しを呼び出してアクションを実行する  |  

| FM の思考の流れを追跡し、エージェントプロンプトを変更する機能 |

1 2 3 4

基盤モデルを選択 基本的な指示を伝える 関連するデータソースを
選択

実行可能なアクションを
指定

一
般
利
用
開
始
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Knowledge bases for Amazon Bedrock
検索拡張⽣成 ( R A G )  のネイティブサポート

31

MODEL

Anthropic—Claude

Meta—Llama2

Amazon—Titan Text

AI21 Labs—Jurassic2

USER QUERY AUGMENTED PROMPT ANSWER

KNOWLEDGE
BASES FOR

AMAZON BEDROCK

32

1 4 5 6

FMをデータソースに
安全に接続し、RAGで
より適切な回答を提供

取り込み、検索、生成
を含むフルマネージド
RAGワークフロー

複数ターンにわたる会
話のための組み込み
セッションコンテキス
ト管理

検索機能付きの自動引
用による透明性の向上

A M A Z O N
B E D R O C K

一
般
利
用
開
始
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ブレイクアウトセッションで紹介された
ユースケース

ヘルスケアライフサイエンス業界における⽣成 AI の活⽤
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AWS re:Invent 2023 - Accelerating life sciences innovation with generative AI on AWS 
(LFS202)

https://www.youtube.com/watch?v=ItkLK2Ki-So

33

https://www.youtube.com/watch?v=ItkLK2Ki-So
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AWS で⽣成 AI を活⽤する理由
1. これまで構築したシステムや蓄積したデータとの連携がシームレスに可能であること
2. AWS が⽣成 AI 関連の取り組みを積極的に⾏っていること
3. ワークショップなど AWS からの⽀援

AWS re:Invent 2023 - Accelerating life sciences innovation with generative AI on AWS 
(LFS202)
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• Pattern 1 の特徴
• RAGを利⽤
• ハルシネーションを回避
• 内部データの情報と格納場所

を回答に含めることが可能
• チャットインターフェースを利⽤

して⾃然⾔語なやりとりが可能

Top generative AI use case
Pattern 1︓内部標準⽂書の Q&A システム
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• Pattern 2 の特徴
• 構造化データと⾮構造化データを

取り込んでベクトルデータストア
を構築

• 複数のLLMを利⽤
• 情報抽出とサマリに最適な 

LLM
• 回答内容を検証するために  

最適な LLM

Top generative AI use case
Pattern 2︓ 様々な⾮構造化データや広範囲なサマリに対応した Pattern 1 の拡張
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AI & ML in clinical development at Gilead

• AI & ML 活⽤の3つのキー
• データの管理タスクの推進
• AIドリブンな洞察や意思決

定
• AIドリブンなレコメンデー

ションによるタスク効率の
向上
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AI & ML in clinical development at Gilead

• データ戦略
• 臨床の⼀般的なデータ、メタデータを

社内の臨床データやその他のシステム
データ、運⽤データや契約コストと
組み合わせて、臨床試験の戦略データ
モデルを開発

• LLM の活⽤
• 臨床プロトコルを調査するなどのタス

クを AI との会話に置き換える
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AI & ML in clinical development at Gilead

• 分析ツールとして利⽤が可能
• 1つ⽬に選択した患者のみのプロトコルを

表⽰する
• 治療経験のある患者を除外し、転移性疾患

をフィルタ対象にする
• フェーズ 2 に同様の試験を追加する
• 同様の研究に対する追加の適応症を含める
• R/R 条件の研究から⽐較対象を排除する
• 治療経験のない患者と治療経験のある患者

の利⽤状況を⽐較する
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AI & ML in clinical development at Gilead
R&D における AI 活⽤
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HealthAgent のご紹介
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HealthAgent

42

ヘルスケアライフサイエンスにおける⽣成 AI 利⽤を想定したプロトタイプ

• データソース
• AWS HealthLake
• AWS HealthImaging
• AWS HealthOmics

• 外部のナレッジベース
• MyGene
• My Variants
• PubMed
• ClinicalTrials.gov
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HealthAgent

43

デモ︓⼼臓関連の症状がある患者の診断におけるインサイトの提供
HealthAgent:
患者 John Hundred の最新の胸部 X 線写真は次のことを⽰しています。
COPD を⽰唆する肺の過膨張があります。
⼼肥⼤が存在し、うっ⾎性⼼不全の可能性を⽰しています。
⾎管のうっ⾎と肋横隔膜⾓の鈍化は肺⽔腫を⽰します。
気腔疾患はありません。

この所⾒は、患者の既知の COPD、⼼不全、再発性呼吸器感染症の病歴と
⼀致しています。現在の X 線検査では肺に慢性的な変化が⾒られますが、
急性肺炎の疑いはありません。

医師:
この所⾒は彼の病歴と相関していますか︖

HealthAgent:
はい。 肺過膨張、⼼肥⼤、肺⽔腫、⾎管うっ⾎などの放射線医学的所⾒は、
診療記録に記録されている患者の既知の COPD、⼼不全、再発性呼吸器感
染症の病歴と⼀致しています。
画像では慢性肺疾患と⼼不全が⽰されていますが、急性感染症の
疑いはありません。
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HealthAgent

44

デモ︓⼼臓関連の症状がある患者の診断におけるインサイトの提供
医師:
このゲノム変異に対する既知の治療法はありますか︖

HealthAgent:
私のPubMed検索によると、現在、この患者で特定された SCN5A 変異を直接標的とする既知の治療法はありません。
内科的治療は主に不整脈などの症状の治療に焦点を当てています。考えられるオプションには次のようなものがあります。

• SCN5A 変異に関連付けられた異常⼼拍を制御するためのベータ遮断薬やCa拮抗薬のような抗不整脈薬の投与
• ⼼拍を監視し、危険な不整脈が発⽣した場合に作動する除細動器の利⽤
• 異常な電気信号を引き起こす⼼臓組織の領域を破壊する⼼筋焼灼術
• 不整脈を引き起こす可能性のある激しい運動やストレスを避けるなどのライフスタイルの改善
• SCN5A 変異を対象とした家族への遺伝⼦スクリーニング

治療法は、患者が⽰す特定の⼼臓の表現型に依存し、⽣体電気検査と循環器画像によって導かれます。
しかし、SCN5A 変異によって引き起こされるイオンチャネル機能の⽋陥を直接標的とすることは、未だ研究中の領域です。
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まとめ

1. ヘルスケアライフサイエンス業界における⽣成 AI の活⽤
- ⽣成 AI は様々な⽤途で活⽤の可能性がある
- RAG を利⽤して⾃社データを活⽤する汎⽤的なソリューションを構築可能
- ⽣成 AI 関連の AWS サービス Amazon Bedrock を利⽤可能
- Gilead Sciences は Q&A システムや臨床開発などのシーンで⽣成 AI を活⽤

2. HealthAgent のご紹介
- AWS のヘルスケアライフサイエンスサービスと外部データソースを利⽤した
  エージェントのプロトタイプ
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Thank you!
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